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ゐ仰い
4

共
生
…
醐
土
事
業
の
紹
四
月

松
前
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
で

共
生
裂
事
業
と
し
て
、
各
種
教
室
を

間
開
催
し
て
い
ま
す
。

写
真
で
見
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
、
茶
道
教
室
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

教
室
、
折
り
紙
教
室
な
ど
を
隣
催
し

て
い
ま
す
。

各
月
に
ほ

1
ぷ
通
信
、
ゆ
い
っ
こ

通
信
で
月
間
予
定
表
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
教
笈
や

講
座
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

降
答
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
う
教
室
や
社
協
で
行
う
教
室
と

分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
検
討
し
て
い
る
の
が
、
編
み
物

教
室
を
開
催
で
き
な
い
も
の
か
、
先

生
役
は
い
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ご
協
力
で
き
る
方
が
お
り
ま
し
た

ら
、
松
前
向
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

冬
期
間
は
何
か
と
外
出
を
控
え
が
ち

で
す
が
、
同
じ
間
関
心
ご
と
を
持
つ
方
々

と
ワ
イ
ワ
イ
と
集
う
こ
と
も
ま
た
楽

し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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平
成
鎚
年
を
迎
え
て

社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヲム

占企

長

瀬

-'"λ 
ヱミ

長

平
成
お
年
を
迎
え
て
、
は
や

1
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
本
年
も
松
前
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
初
年
、
平
成
幻
年
と
、
松
前
町
社
会
街
祉
協
議
会
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
臼

指
す
べ
く
、
事
業
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
拠
点
建
物
で
あ
る
「
松
前
地
域
福
祉
交

流
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
っ
こ
」
が
竣
工
し
て

5
年
目
を
、
ま
た
社
会
福
祉
法
人
化
判
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

み
な
さ
ま
に
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
を
見
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
目
的
に
「
ゆ
い
っ
こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
後
の
国
の
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く

の
か
注
視
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
改
正
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、
平
成

加
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
事
業
者
だ
け
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
対
応
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
地
域
住
民
同
士
に
よ
る
互
助
関
係
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。

あ
る
意
味
、
住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
単
位
で
進
め
、
広

げ
て
い
く
こ
と
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
来
た
す
べ
き
役
割
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
ぬ

イ
メ
ー
ジ
キ
Z
『，
q
q
i

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
が
判
制
作
し

た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

北
海
道
内
の
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
取
り
組
む
様
々
な
福
祉
事
業
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
中
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま

し
た
。支

え
あ
い
、
た
す
け
あ
い
、
住
民
参

加
、
た
く
さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

愚容器舗駒

松前町社会福祉協議会役員

会長長瀬弘雄

副 会長加藤 崇

副 会長斉藤 協

理事田島順子

理事西村トセ

理事 野戸陵子

理事高橋清 H青

理事松橋祐二

盗事松尾佳清

監 事 古海フジノ

松前町社会福祉協議会評議員

鳴海ふみそi-/伊藤 昌子

千葉友子/佐藤伸子

中村ヒデ/校 秀子

久保郁 子 / 菊 地 和 子

宮島 EE美/金谷健章

伊達 猛/川村 E幸子
演村明 美 / 木 村 初 枝

宮本理恵子/堀川純子

新洞良 子 / 船 尾 揚 子

木村ウメ子/斉藤多喜雄



第4号

度(.

日

差

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
認
知

症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
判
断
能
力

に
不
安
を
持
つ
方
々
に
対
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
申
し
込
み
ゃ
契
約
手
続
き
、

社協通信3 

目指生活自立支擾事業制度J:
【利用できる方]

高齢や障がいにより、自分ひとりで契約などの判断やお金の管理をす

ることに困るなど、日常生活の判断に不安のある方。

〔在宅で生活している万や生活する予定の方が苅象です〉

日
常
的
な
お
金
の
出
し
入
れ
、
預
金
通

帳
な
ど
の
書
類
を
頒
か
る
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
て
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
と
松
前
町
役
会

【サービスの内容}

① 福祉サービス利用のためのお手伝い

-福祉サービスについての情報提供や

利用手続きのお手伝い

-利用している福祉サービスの苦情を

解決するための手続きのお手伝い

② 日常的金銭管理のお手伝い

-公共料金の支払や年金受領の確認、

預金からの生活費の払い戻しなど日

常的なお金の管理のお手伝い

た
が
、
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
業

務
委
託
を
受
け
て
、
松
前
町
で
の
相
談

や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
直
接
実
施
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
松
前
問
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
協
議
会
の
契
約
に
基
づ
き
、
担
当

者
(
専
門
員
や
生
活
支
援
員
)
が
支
援

計
画
の
内
容
に
従
っ
て
、
定
期
的
に
ご

利
用
者
を
訪
問
し
、
サ
。
ホ

i
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
北
海
道
社
会
福
祉
協

議
会
が
償
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し

{利用料金1
・1回 (1時間程度〉利用料金1.200円
.生活支援員の交通費実費

※生活保護を受けている方は公費で補助されます

※書類の預かりで金融機関の貸金庫を利用する揚合は実費を負担い

ただきます

※相談や支援計画の作成にかかる費用は無料です

③書類などの預かりサービス

・定期預金遥帳や年金証言など、なく

しては図る大切な書類の預かり

訟前司社会福祉協議会ヘご相談ください

専門員が自宅を訪問し、お話を伺います

ご本人の怠向を確認しながら契約内容や支援計画を提

言語します

【栂談から科賂まで】

①相談

②訪

③計画作成

問

支援内容を確認しだ上で松前町社会福祉協議会と契約

を結びます

約④契

契約(支援計画〕に基づいて生活支援員がお手伝いし

ます

⑤利用開始

【棺談窓口】

松前町社会福祉協議会電話42-2270
※ご家族からの相談にも応じます。相談の秘密は守られます。



社協通信第4号 4 

平
成
訂
年
巷
思
柳
時
和
え
っ

τ

写
真
吉
見
る
活
動
鵠
況



第4号社協通信

監
単
語
老
人
ケ
リ
ス
マ
ス
感
開
事
業

哩

の

紹

介

松
前
向
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の

助
成
を
受
け
て
、
平
成
同
年
度

よ
り
「
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス

慰
問
事
業
」
を
次
に
よ
り
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

目
的

地
域
で
、
単
身
で
生
活
し
て

い
る
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

安
密
確
認
を
行
う
と
と
も
に
ク

リ
ス
マ
ス
慰
問
と
し
て
ロ
ー
ル

ケ
l
キ
と
地
域
の
小
学
生
に
よ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
!
ド
を
配
布

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
高

齢
者
の
孤
独
感
の
解
消
を
踏
ま

え
た
世
代
交
流
と
単
身
老
人
世

帯
の
状
況
把
握
、
ク
リ
ス
マ
ス

及
び
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

激
励
を
行
う
。

平
成
幻
年
度
で
は
次
表
の
と

お
り
、
各
地
区
の
満
刊
歳
以
上

の
単
身
老
人
の
方
々
に
お
脳
け

い
た
し
ま
し
た
。

松
前
町
に
お
け
る
人
口
の
高

紛
化
が
さ
ら
に
進
み
、
中
で
も

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え

る
と
挽
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
不

安
を
少
し
で
も
、
こ
の
よ
う
な

事
業
で
解
消
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
思
い

ま
す
。

地区別 対象者数

白神地区 41 

荒谷地区 15 

大沢地区 23 

上川地区 16 

東車E日地区 4 

朝日地区 21 

月島地区 8 

霊童問地区 41 

福山地区 19 

松城地区 4 

唐津地区 20 

博多地区 23 

大磯地区 23 

23 

地区 24 

館浜地区 30 

札前地区 13 

赤神地区 16 

静 i南地区 10 

茂草地区 20 

i育部地区 33 

江良地区 81 

原口地区 20 
dEbコ、 言十 528 

5 

対

象

者
麟職、雰

察側畿各

重量帯・事襲撃酵盤
共同募金会
(事業費配分)

合 地区民生委員

松前町社会福祉協議会
(事業調整・案内

・慰問品配布)

-一宮IHtil1gJ品配布

熱 的
~t ，_，~!(yj 'ti，，:""'<i)j 

協力団体幡町内会・婦人部・
婦人会・松前ライオンズクラブ等)

※公i!im'.i泌・目玄関品目以前

※希莞2品開3'A(Pel確認)

各小学校途
(メッセージ『カード作成)



6 

組
翻
時
障
害
番
地
域
濯
動
支
譲
セ
ン
タ
ー

平
成
計
年
内
切
窃
ゆ
酔

第4号

障
護
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
i
の
平
成
幻
年
度
目
標
と
し

て
い
た
新
規
活
動
に
「
ク
ッ
キ
ー

販
売
」
。

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
試
験
制

作
し
、
賞
味
期
限
の
設
定
や
ガ

ス
オ
ー
プ
ン
で
の
焼
き
上
が
り

時
間
な
ど
を
含
め
て
確
認
と
作

業
の
流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
「
ゆ
い
っ
こ
ま

つ
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
試
験
販
売
を
し

た
と
こ
ろ
、
準
備
し
た
ク
ッ
キ
ー

は
す
べ
て
完
売
と
な
り
、
今
後

の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

課
題
は
、
大
量
生
産
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
機
溶
類
を
鐙
備

す
る
か
模
索
中
で
す
。
障
が
い

者
支
援
の
民
間
団
体
の
助
成
を

受
け
ら
れ
な
い
か
調
査
を
行
っ

て
い
く
こ
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
て
、
は

や
7
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
、
障
が
い
者
が
気
軽
に
通
え

る
場
所
と
な
る
よ
う
に
心
が
け

社協通信

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
目
的
に
創
作
活
動
、
生
産

活
動
、
地
域
交
流
活
動
、
日
中

活
動
の
場
の
提
供
な
ど
が
定
め

ら
れ
、
基
礎
的
活
動
と
称
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

適
所
す
る
方
々
が
社
会
性
を
身

に
つ
け
、
自
立
の
一
歩
と
就
労

意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
保
健
郎
等
の
協
力

を
得
て
、
調
理
実
習
を
定
期
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
大
切
な

取
り
組
み
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
通
所
者
か
ら
も
大
変
好
評

を
得
て
お
り
、
学
ん
だ
料
理
な

ど
を
家
族
の
た
め
に
と
料
理
を

す
る
よ
う
な
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。通

所
者
が
、
こ
の
一
年
取
り

組
ん
だ
様
子
の
写
真
を
た
く
さ

ん
掲
載
し
ま
す
。
町
民
民
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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2月18日(木)・ 3月7日(月)

いずれも 13: 30，.....， 15 : 00 

松前地域福祉交流センター

松前町社会福祉協議会では、認知症サポ…タ 養成講習会を上記日程で開催します。

認知症サポ ターとは、何か特別なことをする人ではありません。認知症について正しく理解し、偏見

を持たず認知症の人やその家族を温かく見守る応援者として、自分のできる範囲で活動します。認知症を

自分自身の問題と認識し、友人や家族に学んだ知識を伝えること、認知症の人やその家族の気持ちを理解

しようと努めることもサポート活動のひとつです。

認知症サボーターを松前町に増やし、認知症の方が一人歩さで事故にあわないよう、見守ることや声掛

けすることも必要となってきます。

講師と参加者が「認知症」について気軽に話しあえるよう、共に学びあえるよう 10名程度で開催します。

参加希望者は担当まで申し込み願います。

電話 42-2270 担当佐々木

認知症行方本日見守Jj人時代1:::なっているのです。
認知症やその疑いがあり穆何回(はいかい)などで行方不明になる人は、年間 1万人を超えてい

ます。行方不明どなった人の家族の中には行方を捜そうにも情報を得る手段がなく、途方にくれ

る人も少なくありません。行方不明者を家族の元に帰すにはどうすればいいのか。解決のヒント

を探ります。

松前町内での認知症者の事故を未然に防ぐためにも、養成講座は大切になってくるもの考えて

います。認知症の特徴や本人の行動などをどう理解していくかを学ぶ良い機会となります。

認知症による行方不暁者の構報サイト(淳生労働省・北海道庁)

厚生労働省が開設したウェブサイトです。サイトは行方を援す家族の全国的な窓口として、昨年8

月に開設されたもので、認知症の高齢者が保護されたB時や場所、衣服などの情報が掲載されていま

す。

(厚生労働省特設サイト htt~//www.mhlw.go.j~/stf /hqU4qu/0000066709.htm1) 

(北海道庁特設サイト住空://WVV~\fI:P.ref.hokkaido.lg.jp/hf /feg/mimりQLill<J8内tm)



第 4号 8 社協通信

相談鍛料@お気軽にこ‘相識くだ之さい

仕事のこと、経済的なこと、家庭のこと、介護・病気・障がいのこと、法律のことなどの

生活上(暮らしや仕事)の悩みや経済的な困りごとについて、一人で悩まずにお気軽に相談

ください。

おしまHOTかないセンターは、あなたのまちにお伺いして、あな疋と 絡に解決万法に

ついて考えます。

平成28年2月 9日(火曜日) 13時~17時
平成28年2月10日(水曜日) 9 時~12時

松前釘社会福祉協議会相談室
(松前郡松前釘字福山236番地4 総前地域福祉:y:.流センタ ) 

・当日、相談会場までお越しください。

(相談中の場合には、若干お待たせする場合がございますので御3承ください。)

・自宅等での訪問相談さ希望される方、 2月9日の17時以降に相談を希望さ

れる万は、事前に下記問合せ先にご一報ください。

おしまHOTかないセンタ (~0138-64-6280) 
松前町社会福祉協議会 (~42-2270)

き

相談方法

潤合せ先

蓄量と

ところ

大
生
活
圏
窮
者
自
立
支
援
制
度
で
は
、

次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
自
立
椙
談
支
援
事
業

あ
な
た
だ
け
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
り
ま

す
②
就
労
準
備
支
援
事
業

社
会
、
就
労
へ
の
第
一
歩
の
支
援

③
就
労
訓
練
事
業

柔
軟
な
働
き
方
に
よ
る
就
労
の
場
の
提

供
④
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す

⑤
家
計
相
談
支
援
事
業

家
計
の
立
て
直
し
を
ア
ド
バ
イ
ス

⑥
生
活
困
窮
世
務
の
子
ど
も
の
学
習
支
援

子
供
の
明
る
い
未
来
を
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
北
海
道
(
各
振
興
局
)
か
ら
委
託

を
受
け
る
機
関
に
よ
り
取
り
組
む
内
容
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り

解
決
の
一
歩
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

話
し
に
く
い
こ
と
も
一
度
の
相
談
で
伝
え

き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
拍
相
談
す
る
こ
と
を
瀬
い
ま
す
。

専
門
職
の
方
、
が
行
政
機
関
の
垣
根
を
超
え

て
相
談
者
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
お

し
ま

H
O
Tか
な
い
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
編
一
集
¥
後
一
記

社
協
通
信
第
4
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、

広
報
活
動
の
再
開
を
し
て
1
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
む
地

域
福
祉
事
業
や
介
護
事
業
及
び
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
共
生
型

事
業
な
ど
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
日
中
の
居
場
所
づ

く
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
ロ

町
民
の
み
な
さ
ま
へ
お
届
け
し
ま

し
た
「
社
協
通
信
」
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
と
、
不
安
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

国
の
新
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
保
縫
・
医
療
・

年
金
・
介
護
等
に
か
か
る
社
会
保
障

費
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
日
本

の
超
高
齢
社
会
へ
の
政
策
に
世
界
も

注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、

3
月
に
は
北
海
道
新
幹
線

が
開
業
し
ま
す
。
本
州
方
面
か
ら
の

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
る
こ
と

を
念
願
し
た
い
。


